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2 0 2 5 - 2 6 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー メ ッ セ ー ジ  

「 よ い こ と の た め に 手 を 取 り あ お う 」  

2 0 2 5 - 2 6 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 親 睦 が 原 点 」  

 

週  報  第 ２ ８ ２ ７ 回  

 ２ ０ ２ ６ 年 ２ 月 ２ ７ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

テーマ：東北を旅して 

担  当：奉仕プロジェクト委員会 卓話者：齊藤昌宏会員 

テーマ：インターシティーミーティング  

担 当：会長・幹事  
♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ８ ２ ６ 回 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  

 
司 会  谷 田 貝  彰  

 
「 そ れ で こ そ ロ ー タ リ ー 」  「 ゆ き 」  斉 唱  
 
会 長 挨 拶      会 長  中 島 貞 好  

 
 親 睦 旅 行 が 出 雲 大 社 に 決 ま り ま し た 。 正

式 に は 「 い ず も お お や し ろ 」 と 言 い 、 縁 結

び の 神 で も あ り ま す 。 ス ケ ジ ュ ー ル の 都 合

上 、 今 回 は い く 事 が 出 来 ま せ ん が 、 本 来 は

出 雲 大 社 に 行 く 前 に 、 西 側 の 海 の ほ と り の

稲 佐 の 浜 に 行 き 、 そ の 砂 浜 の 砂 を 持 っ て

出 雲 大 社 に お 参 り し 、 出 雲 大 社 か ら 砂 を 持

ち 帰 り 家 に 撒 く の が し き た り で す 。  

  

出 雲 大 社 に は バ ス か ら で も 見 え る 石 の

大 き な 鳥 居 が あ り ま す 。 み な さ ん は 二 の 鳥

居 か ら 入 る 事 に な り ま す 。 鳥 居 の 前 で は お

辞 儀 を し て 、 参 道 は 左 右 ど ち ら か の 端 を 歩

き ま す 。 右 側 に 「 は ら え の や し ろ 」 が あ り 、

そ こ で は 心 身 の 穢 れ を ぬ ぐ い 清 め ま す 。 そ

の 先 に は 不 思 議 な 御 霊 （ 金 色 の 玉 ） が あ り

ま す 。 聞 く と 「 私 が 居 る か ら お 前 は 大 き な 国

を つ く る 事 が 出 来 た の だ 。 お 前 に 幸 い を も

た ら す 不 思 議 な 御 霊 だ 」 と 言 っ た と 言 わ れ

て い ま す 。 更 に 進 む と 、 大 き な し め 縄 が あ

り そ の 後 ろ に 本 殿 が あ り ま す 。 本 殿 は 右 か

ら 一 周 し ま す 。 そ こ は パ ワ ー ス ポ ッ ト と な っ

て い ま す 。 神 様 は 西 側 の 稲 佐 の 浜 の 方 を

向 い て い ま す の で 、 西 側 に 参 拝 し ま す 。 次

に 2 7 0 畳 の 広 さ が あ る 神 楽 殿 が あ り ま す 。

神 楽 殿 に あ る し め 縄 は 日 本 で 一 番 大 き い

と 言 わ れ て い て 、 重 さ が ５ . ２ ト ン 、 長 さ １ ３ .

６ メ ー ト ル 、 周 囲 が ８ メ ー ト ル あ り ま す 。 ま

た 、 国 旗 を 掲 揚 す る ポ ー ル は ２ ７ メ ー ト ル 、

国 旗 の 大 き さ は ７ ５ 畳 で 、 縦 ８ ． ７ メ ー ト ル 、

横 １ ３ ． ６ メ ー ト ル で す 。 大 変 大 き な 国 旗 で

す 。 歩 い て い る と と こ ろ ど こ ろ に 兎 の 像 が あ

り ま す 。 こ れ は 因 幡 の 白 兎 で 、 中 に は 相 撲

の ま わ し を 付 け て い る 像 も あ り ま す の で 、

探 し て み る と 良 い と 思 い ま す 。  
 

幹 事 報 告       幹 事  朝 戸 健 夫  
 
・ 先 日 の １ ２ グ ル ー プ 対 抗 の ボ ウ リ ン グ 大 会

ご 参 加 の 皆 さ ま 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 大

変 盛 り 上 が っ て 素 晴 ら し い 会 に な り ま し た 。  

 

・ ３ / ７ は I M で す 。 当 日 、 昼 食 の 準 備 は あ り

ま せ ん 。 １ ４ 時 点 鐘 で す 。 ま た ３ / ６ の 例 会 は

あ り ま せ ん の で ご 注 意 下 さ い 。  
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・ ２ / １ ９ に 会 長 幹 事 会 開 催 さ れ ま し た 。 杉 山

ガ バ ナ ー 補 佐 か ら 地 区 の 現 状 報 告 。 ま た チ

ャ リ テ ィ コ ン ペ が ４ / ２ ３ に 決 定 し た 事 等 の お

話 が あ り ま し た 。  

 

・ ５ / ２ ７ に １ ２ グ ル ー プ と 、 八 千 代 Ｒ Ｃ 親 睦 ゴ

ル フ の ダ ブ ル コ ン ペ が 開 催 と な り ま す 。  

 

・ 四 街 道 Ｒ Ｃ の 阿 部 洋 行 会 員 よ り 頂 い た 著 書

を み な さ ま に 配 布 し ま し た 。  
 

お 祝 い  
 
本 人 誕 生 日 ： 佐 野 会 員  

 
結 婚 記 念 日 ： 小 村 会 員  
 

委 員 会 報 告  
 

親 睦 活 動 委 員 会  委 員 長  佐 々 木 俊 一  
 
 親 睦 旅 行 は 出 雲 大 社 を メ イ ン に 、 松 江 城

な ど を 巡 り ま す 。 ５ / １ ４ ～ １ ５ で す 。 出 欠 表 を

回 覧 し ま す の で 、 ご 記 入 下 さ い 。  

 

 源 右 衛 門 ま つ り の ご 協 賛 に ど う ぞ よ ろ し く

お 願 い 致 し ま す 。  
 

国 際 奉 仕 委 員 会     委 員 長  杉  晟  
 
 先 日 皆 さ ん に 国 際 大 会 へ の ご 参 加 を お 願

い し ま し た が 、 わ た し く し 自 身 は 諸 事 情 に よ

り 参 加 し な い 事 に な り ま し た 。  

 

 昨 今 、 跡 継 ぎ が 居 な い 為 、 会 社 を 廃 業 す

る な ど 、 人 材 不 足 と 言 わ れ て お り ま す 。 弊 社

に お い て 、 人 材 を ど の 様 に 確 保 す る か と い う

講 話 を し て 頂 く 予 定 で す が 、 八 千 代 R C で も

聞 い て み た い と い う 方 が い ら っ し ゃ れ ば 、 国

際 奉 仕 委 員 会 の 卓 話 を お 願 い し よ う と 思 っ

て お り ま す 。 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 

例 会 行 事   ク ラ ブ 協 議 会  
 

会 長 エ レ ク ト  中 村 賢 治  

 
 本 日 は ６ ０ 周 年 記 念 に つ い て 、 再 度 協 議 頂

き た い と 思 い ま す 。 前 回 、 貴 重 な ご 意 見 を 沢

山 い た だ き ま し た の で 、 ま と め た も の を 資 料 と

し て 各 テーブ ルに 配 布し てお り ま す 。  

 

今 日 は 、 よ り 具 体 的 な 内 容 に つ い て も 協 議

頂 け れ ば と 思 い ま す の で 、 忌 憚 の な い ご 意 見

や提 案を ご 協議 下 さ い 。  

よ ろし く お 願い 致し ま す 。  
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１ ． ６ ０ 周 年 記 念 の 内 容 の 中 で 何 か 特 別 な 事

を し た い ？ （ 例 ： 長 期勤 続 会 員 へ の 表 彰 ）  

 

・ 高 齢 会 員 表 彰 （ 喜 寿 、 傘 寿 、 米 寿 、 卒 寿 等 ）  

・高 齢 B E ST ３  

・八 千代 に ゆか りの あ る人を 招 く  

・小 林会 員の 講 和  

・先 輩会 員の 表 彰  

・チ ャ ータ ー メ ンバ ー の表 彰  

・親ク ラ ブ へ の感 謝 状  

・市 長ご 挨拶  

・ こ れ まで の八 千 代 RC の沿 革  

・寄 付の 仕方 （ あ ま り 大規 模に し な い ）  

・永 年会 員 、チ ャー タ ーメ ンバ ー会 員の 表彰  

・予 算や 規 模が 決 ま っ てか ら 検討  

・ ロ ー タ リ ー 関 係 者 は 例 会 で も お 呼 び す る 事

が出 来 る  

・ 派 手 に す る の で は な く 、 ６ ０ 周 年 の 歴 史 を

語 れ る様 な 会  

 

２ ． 会 員 全 員 が 係 に つ く の で す が 、 こ ん な 係

が 有 る と 良 い ？  

（ 例 ： ５ ０ 周 年 ： 誘 導 係 、 講 演 係 ）  

 

・広 報（ 記 念誌 １ ０年 分）  

・受 付  

・設 営  

・記 念品  

・来 賓の 誘導 係  

・過 去の 歴史 を 掘 り 起 こす 係  

・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー を お い て 、 実 行 で き る 人

に依 頼す る べ き  

・Ｄ Ｖ Ｄ作 成は 不 要 では な いか  

 

３ ． ど の 様 な ６ ０ 周 年 記 念 式 典 に し た い か ？  

（ 個 人 的 な ご 意 見 で 構 い ま せ ん ）  

 

・ １ ０ ０ ～ １ ５ ０ 人 。 会 員 、 家 族 。 １ ２ グ ル ー プ

各２ ～ ３人 。 来賓 と し て市 長 、 議長 。  

・ 小 林 会 員 に よ る 「 日 本 の 未 来 」 と い う よ う な

ス ピーチ 。  

・ 八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 歴 史 の ス ラ イ ド 、

写真 の上 映  

・ニ ュ ーリバ ーロ ード レー ス の際 に寄 贈  

・八 千代 の道 の 駅へ 記念 品（ 時 計台 等）  

・コ ン パ ニ オ ンは 不 要  

・食 事の 内容  

・Ｎ ＨＫ のバ イ オ リ ン 演奏  

・ガ バ ナー 、 ガ バ ナ ー補 佐は ？  

・家 族を 含 め た 食 事 会  

・例 会を 兼 ね る  

・７ ５ 周年 に向 け て 大 き な支 出の な い も の  

・家 族 、親 ク ラ ブ 、子 ク ラ ブ の 会長 幹事  
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ニ コ ニ コ B O X ～         ￥ 1 7 , 0 0 0 -  
 
☆ ク ラ ブ 協 議 会 ６ ０ 周 年 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン  

皆 さ ま よ ろ し く お 願 い 致 し ま す  

中 村 ・ 中 島 貞 好 ・ 遠 藤 ・ 上 代 ・ 杉 山 ・ 江 口  

三 井 啓 久 ・ 菊 川 ・ 山 浦 ・ 鈴 木 健 治 ・ 花 島  

伊 藤 ・ 池 田  

 

☆ 皆 さ ん お 元 気 で す か ？  葉 山  

☆ 早 退 し ま す 。 す み ま せ ん 。  浅 野 正 敏  
 
友 愛 B O X ～           ￥ 8 , 0 0 0 -  
 
☆ ７ ６ 歳 に な り ま し た 。  

百 歳 健 康 を 目 指 す ぞ ！  佐 野  

☆ お 祝 い あ り が と う ご ざ い ま す 。  小 村

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ 倶 楽 部  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ 最終ｵﾘﾍﾞｰﾄ夜間 

佐 倉 商 工 会 議 所  

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館      ２ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト １ ド ル ￥ １ ５ ４ -  

 会 員  
総 数  

出 席  
対 象 者  

出 席 者  ％  

２/２０ ５４ ４８ ３９ ８１.２５ 

■クラブ広報委員会 委員長:花島文成 副委員長 :寺沢一三  
■出席委員長：大曽根  直※欠席の際は必ず月曜日迄に出席委員長に連絡して下さい  
■例会日 :金曜日 1 2 : 3 0 ～ 1 3 : 3 0  
■ 例会場:ﾊﾟｯｿ･ﾉｳﾞｨｰﾀ(〒276-0049 八千代市緑が丘 1-1-1 公園都市プラザ１F:FAX047-450-0050) 


